
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 教育課程・学習指導 生徒指導・支援 進路指導・支援 地域との協働 学校管理・学校運営 

目 

標 

〇自ら課題を設定し、その解
決に向けて主体的に探究

することができる生徒の育
成を図る。 

〇グローバル化が進む社会

で広い視野を持って協働し
て課題を解決できる生徒の
育成を図る。 

〇豊かな人間性や主体性、
指導的役割が果たせる人

格の育成を図る。 
〇生徒一人ひとりの適切な理

解に基づく生徒支援体制と

教育・健康相談の充実を図
る。 

〇キャリア観の育成を
通じて生徒自らが進

路を開拓・選択する
力を培うとともに、第
一希望の実現に向

けた指導、支援を充
実させる。 

○ＰＴＡや同窓会、
地域との連携事業

を通じて、生徒の
社会参画意識を
向上させ、地域と

ともにある学校づ
くりを推進する。 

〇大規模災害に備え、
職員・生徒・地域が協

力して行動できる体制
を整える。 

〇生徒と向き合う時間を

確保するため、教員の
働き方改革を推進す
る。 

主
な
方
策 

〇様々な教育活動において

探究による学びが充実する
よう教育課程を実施、改善
し、主体的・対話的で深い

学びの実現に向けた授業
改善を進める。 

〇国際感覚やコミュニケーシ

ョン能力、課題解決能力の
向上に向けた指導を充実
させ、活動への参加拡充を

図る。 

〇生徒が主体性やリーダー

シップを発揮できるよう仕
組みや体制を整え、指導、
支援を充実させる。 

〇教育相談体制の整備に向
けて教員間やＳＣ、ＳＳＷ、
学校医等との連携を深め、

支援ツールの活用を進め
る。健康で健全な生活を送
れるよう啓発活動を工夫す

る。 

〇適性や将来の目標

に合わせて進路を
考えられるよう３年間
を見通した進路指導

計画を適切に設定
し 、 そ れ を も と に
様々に取り組むこと

で生徒の進路実現
を支援する。 

〇ＰＴＡや同窓会、

地域の自治体と協
働してイベント企
画 を 実施 す る な

ど、地域と連携し
た教育活動を展
開する。生徒の帰

属意識を高めるよ
うな交流事業や地
域貢献活動を推

進する。 

〇防災マニュアル等の

見直しや関係者との
情報交換を常に行い、
職員や生徒、地域住

民が協力して行動でき
る体制を整備する。 

〇長時間勤務の是正、タ

イムマネジメント意識
の向上、業務分担の
適正化にすべての職

員が取り組む。 

 

 

 

スクール・ミッション 
○全日制の課程学年制普通科を設置する高校として、生徒の特性や地域・学校等の実情を踏まえ、生徒一人ひとりの学習や進路等の目

標の実現に応えるよう、学力の育成、豊かな人間性や社会性の涵養、社会的・職業的な自立等をめざした教育課程を適切に編成する。 
○人間性豊かで創造力や行動力にあふれ、指導的な役割を果たせる人材の育成に向けて、学校の歴史と伝統を生かした教育活動全体

を通じて、生徒一人ひとりが幅広い視野を持ち、自ら考え、表現し、行動する力を育むことができるよう取り組む。 

○グローバル化が進む社会で活躍できる資質・能力を育成するため、国際理解教育の充実を図るとともに、生徒の主体的・対話的で深
い学びを推進し、豊かなコミュニケーション能力や自ら課題を設定しその解決に向けて主体的に探究することができる力などを育成す
ることができるよう、主体的・対話的で深い学びの実現をめざした不断の授業改善の実施等、教育活動の充実に取り組む。 

学校教育目標 
○人間性豊かで創造力や行動力にあふれ、指導的な役割を果たせる人材の育成のため、学校教育の様々な場面で、生

徒一人ひとりが考え、表現し、行動する力の育成の推進 
○グローバル化が進む社会で活躍できる資質・能力の育成のために、国際理解教育を充実させるとともにコミュニケーシ

ョン能力の育成を図り、他者への思いやりを大切にし、幅広い視野と柔軟な思考力を持ち、主体的に行動できる人格の
育成の推進 

○生徒がより高い進路希望を持ち、進路実現できるような組織的な支援の推進 

アドミッション・ポリシー 
○本校の歴史や伝統、何事にも積極的に取り組む校風を理解し、より高い目標に向かって主体的に行動することのでき

る生徒 
○中学校における学習を基盤として、自らの進路第一希望の実現に向け、強い意志を持って意欲的に学習に取り組む生徒 
○多様な価値観を尊重するグローバル人材の育成を目指した本校の国際理解教育に関心を持ち、将来、グローバル化

が進む社会で活躍したいと思う生徒 

 歴史 

〇明治３３年に神奈川県高等女学校として創立。昭和２５年に県

立横浜平沼高等学校と改称し、男女共学を実施。 

〇平成４年に７階建現校舎完成。令和７年に創立 125 周年記念

式典を実施予定。 

特色ある教育 

〇第１希望実現に向けた教育課程と３年間を見通した進路指導。 

〇平成 28 年度から学力向上進学重点校エントリー校に指定。 

多様な学びの機会 

〇グローバル教育（教科・科目、講演会や交流会を通じた人材育成） 

〇Self Learning（研究・発表中心の本校の総合的な探究の時間） 

〇校史教育（特別編纂したテキストを通じた自校の歴史の学習） 

〇先輩セミナー（様々な分野で活躍する卒業生からの講義） 

〇英語スピーチ発表会（クラスで選抜された生徒がホールで発表） 

〇Ｈｉ-ゼミ（年間通じたハイレベル講座。応用力育成を図る。） 

〇スタディショップ（学力向上、受験対策、教養など様々な講座） 

グラデュエーション・ポリシー 
○進路希望の実現に向け、各教科の学

習を主体的、総合的、探究的に学び、
幅広い視野から様々な課題を関連付
けて考えることのできる柔軟な思考
力・判断力・表現力を育みます。 

○豊かな国際感覚とコミュニケーション
能力を身に付け、グローバル人材とし
て国際社会のリーダーに求められる
高い資質・能力を育みます。 

カリキュラム・ポリシー 
○学年制普通科の高校として、生徒一人ひとりの学習や進路等の目標の

実現にこたえることができるよう共通教科の必修科目を中心としたカリキ
ュラムとしています。 

〇論理的思考力、課題解決能力、情報活用・発信能力の育成を図るため、
すべての教科・科目において知識・技能の習得だけでなく、生徒同士で課
題の解決を図る探究的な学習活動を行います。 

〇国際的な視野と素養を身に付け、多様性を受容しながら他者と協働して
課題を解決できるグローバル人材を育むため、外部機関や同窓会との連
携による多様な教育の機会を提供します。 


